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1. はじめに 

本ドキュメントはドイツ Paessler AG 社が開発したネットワーク監視ソフトウェア PRTG 

Network Monitor の導入手順について記述しています。内容は弊社推奨の手順・設定で開発元

Paessler AG 社が確認した手順ではありません。現在無償版と有償版は同時リリースされ同一

機能を持ちます。無償版の注意点として他のフリーウェアと同様に将来、機能制限の実施や営業

的なポップアップ広告が表示される可能性があります。インストールプログラムの 15.4.xx.xxxx

の 15 は西暦下二桁、４は、４Ｑ（１０月～１２月）、19 は brunch、最後の 4 桁がプログラム

番号です。2012 年の Ver12 よりリリース時期による本表記方法に変更されました。 

 

PRTG Network Monitor 15.4.19.4197 Setup Freeware and Trial (Stable).exe 

PRTG Network Monitor 15.4.19.4198 Setup Commercial (Stable).exe 

 

開発元から修正プログラムの確認等で要請の無い限り Stable 版をご利用下さい。 

 

1.1 システム要件の確認 

2015/１０/1８現在下記の通りです。 

 

System Requirements for PRTG Network Monitor 

http://www.paessler.com/prtg/requirements 

Detailed System Requirements for PRTG Network Monitor 

https://www.paessler.com/manuals/prtg/detailed_system_requirements 

 

基本は Windows7、Windows 2008 Server R2 以上、CPU は Dual Core 以上、メモリ

3GB 以上、64bit モードで動作させるにはインストール時に６ＧＢ以上が必要です。DISK は１

センサー辺り１日に２００ＫＢが目安（１分監視）です。 

 

評価では監視パターンを決定し、センサー数を増やし監視間隔を短くして Helth Sensor に

Delay が発生しないか、System Status 画面で監視設定のサマリー情報、CPU、メモリ、動作

状況を確認します。ディスクは Monitoring Database から日付フォルダのサイズを 365 倍し

て年間の最大量を見積ます。既定パスは下記の通り。 

C:\ProgramData\Paessler\PRTG Network Monitor\Monitoring Database 

 

数千センサーの構成では、PRTG Core Server Service のメモリサイズに注意します。サー

ビスを 3GB 以上で動作させるにはインストール時にメモリを 6GB 以上搭載しないと PRTG 

Core Server Service が 64bit モードでインストールされません。監視方式、構成の決定後に

再度システム要件を確認下さい。パフォーマンステストは、構成、監視方式の検討後、セキュリ

ティソフトを導入し最終構成で確認します。 

 

ブラウザは、開発元推奨の Google Chrome か Firefox の最新、Internet Explore 11 以上、

組み込みの PRTG Enterprise Console を利用します。PRTG Enterprise Console のみ複数

の PRTG サーバを管理可能でポップアップ・警告音の通知機能を利用可能です。Freeware 版

を複数サーバへ導入し１画面で管理する場合に便利です。 

 

下記センサーの動作には.net が必要です。Probe へ.net を導入します。 

http://kb.paessler.com/en/topic/60543-which-net-version-does-prtg-require 
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1.2 無償版・評価版の導入前準備 

無償版・評価導入のプログラムは PaesslerAG 社のサイトからダウンロード可能です。 

PRTG のトライアルライセンスキーファイル 

評価用 PRTG Network Monitor のインストールプログラム 

 

評価中に弊社サポートが必要な場合、下記からトライルのリクエストをお願い致します。 

https://shop.paessler.com/trial/prtg/18e7b/ 
３０日以上の評価キーが必要な場合は新しいキーを再取得して再投入して下さい。 

初回インストールから３０日間。再投入は最大１００日間まで。 

 
メールアドレス、会社名と国名を選択します。英語の News Letter(月に２通程度)が不要の場

合はSubscribe to newsletterのチェックを外しRequest Your Trial Key Now を押します。 

メールアドレスへ Trial Key が送信されます。 

 

https://shop.paessler.com/trial/prtg/18e7b/ 
上記サイトからトライアルキーをリクエストされた法人様向けに３０日間の無償サポートを行

います。（競合他社を除く） 
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1 の License key が即時に発行されます。License Name と License Key が必要です。 

入力したメールアドレス宛にも送信されます。 

「 DOWNLOAD HERE 」 のボタンを押し、プログラムをダウンロード。 

ダウンロード出来ない場合は、下記開きブラウザ・セキュリティ設定を確認下さい。 

http://www.paessler.com/prtg/download 
ダウンロード出来ない場合はご相談下さい。 

 

ファイル名  prtg.zip 

ファイルサイズ 約２００ＭＢ 
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1.3 コマーシャル版の導入前準備 

「License Name」と「License key」は購入時に Paessler AG 社から「Registerd Email 

Address 」宛てに弊社から販売先へライセンスキーを PDF ファイルで送信します。 

 
上記 PDF ファイルに書かれた「License Name」、「License key」がインストール時に必要で

す。不明の場合 Paessler 社のサイトへ Registerd Email Address でログインし、ライセンスキ

ーの確認やコマーシャル版最新プログラムのダウンロードが可能です。古いプログラムバージョ

ンが必要の場合にはお問合せ下さい。 

 

 
http://www.paessler.com/ へアクセスし検索窓横の「LOGIN」をクリック 

 
Paessler AG ポータルサイト のログイン画面が開きます。 

https://shop.paessler.com/accounts/login/ 
 



PRTG 導入マニュアル 

 

Copyright © 2015 Sumire Joho System Inc. All rights reserved. 
8 

 
 
ログインアカウントはライセンス購入時の Registerd Email アドレスです。Paessler 社に登

録されている所有者情報・Email アドレスが不明の場合にはお問合せ下さい。初回ログイン時は

パスワードの作成が必要です。 

 

 
 

ライセンス購入時に所有者として登録した「Registerd Email Address」を入力し Reset 

Password を行います。パスワードが「Registerd Email Address」へ送信されます。メールが

見つからない場合は、迷惑メールフォルダを確認下さい。 
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Registerd Email Address と入手パスワードでログインし、左側のメニューから「Your 

License」 をクリックしライセンス情報を確認します。 

   

1 の License Owner が「License Name」と２の「License key」がインストール時に必要

です。購入時に Paessler AG 社から Registerd Email Address 宛てに送信されたライセンス

キーファイル(PDF File)に書かれた情報と同じです。 

 
 

Download をクリックするとコマーシャル版プログラムファイルを入手できます。 
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2. PRTG Network Monitor の導入手順 

Windows 8.1 への導入手順を示します。 

前提条件として、インターネットに必要なセキュリティ対策ソフトが導入済みである事、

Paessler AG 社のサイトへ接続可能でインストールログラムが入手済みであること。 

 
2.1 インストールプログラムの実行と導入 

Windows マシンへ管理者権限(Local Administrator 権限)でログインし、Paessler 社のサ

イトからダウンロードした PRTG Network Monitor のインストールプログラムを適当なフォ

ルダへ配置しセットアップウィザードを実行します。 

 
配置例： 

C:¥TMP¥ PRTG Network Monitor 15.4.19.4197 Setup Freeware and Trial (Stable).exe 
C:¥TMP¥ PRTG Network Monitor 15.4.19.4198 Setup Commercial (Stable).exe 

 
2.1.1 インストール中に利用する言語の選択 

日本語を選択しＯＫボタンをクリック。 

 
 

PRTG の画面構成に慣れた後は英語に問題無ければ English での利用をお勧め致します。メニ

ュー画面、センサー名、メッセージを検索キーとして開発元の英語ドキュメント、KB 情報がヒ

ットする為探し易くなります。Paessler 社のサポートチームへ直接問い合わせた場合にも

English 画面の方が回答を得られやすいです。 
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2.1.2 セットアップウィザードの開始 

「PRTG Network Monitor セットアップ」画面を確認し、「次へ」をクリック。 

 
 

2.1.3 使用許諾契約書の同意 

画面にて Paessler AG General Terms and Conditions と Paessler AG General License 

Terms を確認し同意の場合、「同意する」を選択し「次へ」をクリック。 
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2.1.4 E メールアドレス 

管理者の E メールアドレスを入力し「次へ」をクリック。Ticket(旧 ToDo 機能)/通知情報が

メールで届きます。Email アドレスは後で PRTG Administration Tool から変更可能です。 

 
 

2.1.5 ライセンスキーの入力 

用意した「License Name」と「Key」を貼り付け「次へ」ボタンをクリック。 
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2.1.6 インストール先フォルダの指定 

インストールプログラムを配置するフォルダを指定します。 

規定パスは下記の通りです。インストール後プログラムディレクトリの変更はできません。 
 
32bit OS C:¥Program Files¥PRTG Network Monitor 
64bit OS C:¥Program Files (x86)¥PRTG Network Monitor 
 
確認し「次へ」をクリック。 
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2.1.7 インストール状況 

インストールファイルの展開が完了後、監視サービスが起動されます。最後に既定ブラウザが

自動で起動し、「最初の画面」が表示されます。 

 

 
 

PRTG Nerwork Monitor セットアップウィザードが完了すると、既定ブラウザが自動で起

動し「PRTG Nerwork Monitor で監視を始める」画面が表示されます。この画面が表示されず、

「PRTG Start」が固まっている場合には、PRTG Administration Tool から Web サービスの IP

アドレスとポート番号を確認して下さい。Lan 内から参照可能な IP アドレスや無線 Lan アダプタ

付きのノート PC や DHCP 環境の場合、127.0.0.1 のループバックに変更して評価・検証を行っ

て下さい。  
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PRTG Core Server Service、PRTG Probe Service の起動状況をサービス、またはコマン

ドプロンプトから確認します。Web サービスは最初の起動時にＴＣＰ８０、TCP ４４３、

TCP8080 の順に利用可能なポートを探します。PRTG Probe Service は PRTG Core Server 

Service と TCP23560 で接続します。IP アドレスとポート番号は、PRTG Administration Tool

の「Web サーバ」、「Probe の Core Server 接続設定」から設定内容を確認します。 

 

 

Internet Explorer ver ９、10 では JavaScript が動作致しません。Ver11 へバージョン

アップか、Google Chrome、Firefox を導入します。ブラウザが導入できない場合は組込みブラウ

ザ PRTG Enterprise Console が利用可能です。 
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以下はインストール後のメモです。監視設定後、System Status のデータベースオブジェクトか

らグループ、デバイス、センサー数、チャンネル数を確認下さい。 
 
プログラムディレクトリ 

64bit OS  %programfiles(x86)%¥PRTG Network Monitor 
32bit OS  %programfiles%¥PRTG Network Monitor 
例： 

C:¥Program Files¥PRTG Network Monitor 
C:¥Program Files (x86)¥PRTG Network Monitor 
 
データフォルダ 

%ALLUSERSPROFILE%¥Application data¥Paessler¥PRTG Network Monitor 
例： 

C:¥ProgramData¥Paessler¥PRTG Network Monitor 
C:¥Documents and Settings¥All Users¥Application data¥Paessler¥PRTG Network Monitor 
 
インストールログ 

C:¥Program Files (x86)¥PRTG Network Monitor¥ PRTG Setup Log.txt 
 
データフォルダの場所はインストール時に指定できません。導入後に変更可能です。 

PRTG Core Server サービスと PRTG Probe サービスを停止し、データフォルダを移動先へコ

ピーします。移動した先を PRTG Administration Tool の Web Server タグから指定し、正常動

作確認後に元フォルダを削除して下さい。 

 

詳細は下記を参照下さい。 

How PRTG Network Monitor Stores its Data (保存データの説明) 
http://www.paessler.com/knowledgebase/en/topic/463-how-and-where-does-prtg-store-its-data 
How can I change the data directory of my PRTG installation? (データディレクトリ移動方法) 
http://www.paessler.com/knowledgebase/en/topic/543-how-can-i-change-the-data-directory-of-
my-prtg-installation 
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2.2 最初の設定 

PRTG Nerwork Monitor のセットアップウィザードが終了後、Web サービスが起動し、次

に既定ブラウザが起動し「デバイス」の Root グループ画面が表示されます。 

 
2.2.1 「Root」グループ画面 

 
既定でオートディスカバリー処理が走ります。本番環境でオートディスカバリー処理を走らせ

たくない為にはネットワークケーブルを外し 127.0.0.1 のループバックでインストール処理を行

います。ディスカバリー処理で作成されたセンサーが不要の場合、Network Discovery グループ

の右クリックメニューから「削除」を行います。 

 

ログアウトは画面右上の更新、ヘルプと検索の間にある Logout ボタンをクリック。 

 
一度、ログアウトしてから、再度既定 ID/PW prtgadmin/prtgadmin でログインします。 
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設定 > マイアカウント編集 > WEB インターフェイス のホームページ URL /welcome.htm 

ページが最初に表示されます。 

 

 

 
SSL を利用しない場合、「次からこのメッセージを表示しない」を選択します。後で PRTG 

Administration Tool の「Web サーバ」タグから SSL を選択可能です。「はい、SSL 接続に切替

えます」を選択すると、PRTG Core Server Service が再起動し「https://xxx.xxx.xxx.xxx」で

起動します。80 ポートは https へのリダイレクトポートに設定されます。 

 

 
導入直後のデフォルト ID/PW は prtgadmin / prtgadmin です。ネットワーク上からアクセス可

能なＩＰに変更する前にデフォルト PW を変更して下さい。ID/PW は PRTG Administration 

Tool と、次の「マイアカウント」から変更可能です。 
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2.2.2 パスワードの変更 

ユーザ編集 PRTG System Administrator 画面にて「新たなパスワードを設定する」にチェ

ック、新パスワードを５、６に入力して下さい。 

 
パスワードは８文字以上、数字と大文字が必要です。同一文字を３回使う事はできません。 

管理者パスワードを忘れた場合は、PRTG  Administration tool から再設定可能です。 

 
2.2.3 デバイス画面の表示と「Skip introduction」 

 
「introduction」では Root グループのクレデンシャル設定ウィザード、GEO マップのアドレス

設定、オートディスカバリ処理が走ります。写真の Greg には申し訳ありませんが最初は Ping、

SNMP センサーを手動で作成したいのでＯＫではなく SKIP introduction を押して下さい。 
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2.2.4 GEO マップのアドレス設定例(mapquest) 

 

デバイス > Root グループ > 設定  の位置情報に「Japan, 160-0022」と国名、郵便番号、

「4-3-17 Shinjuku, Shinjuku-ku, Tokyo, Japan」「35.688938,139.703558」、緯度、経

度での指定が可能。地図情報の取得にはインターネット環境が必要です。 

 

グループ、デバイス設定し地図情報とリンクして利用します。 

 

インターネット接続を行わない閉じた環境や、利用しない場合、設定 > システム管理 > ユーザー

インターフェイス > Web サイト から MAP を表示しないを選択して下さい。ルート設定の詳細

は、監視設定で説明します。 
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2.3 監視設定 

メニューからデバイスを選択します。 

 
ここでは説明の為、作成された「Common Saas」、「Network Discovery」を削除し新しく

グループ、デバイス、Ping、SNMP センサーを作成します。Common Saas はベータ版のクラウ

ドサービスセンサー、「Network Discovery」の削除時に、マップとの紐づけ設定の有無も確認さ

れます。インストール時にオートディスカバリーで作成されたセンサーで Map Dashboad 

Infrastructure Overview に Network Infrastructure グループが紐づけられています。紐づけ

が聞かれますが、ここでは説明の為削除します。 
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2.3.1 ルートグループの継承設定 

デバイスをクリックして Root グループを表示すると PRTG サーバにインストールされた

Local probe のデバイスツリーにプローブデバイスだけが表示されています。プローブデバイス

は PRTG サーバの事です。 

 
 

Root グループがツリーの一番上のオブジェクトです。Root の設定情報は全体（下へ）継承され

る為、グループ、デバイス、センサーを追加するとデフォルトで Root の設定情報が継承されます。

設定をクリックし継承される情報を確認します。 

 

 

クレデンシャルは資格者情報で ID/PW です。Windows の WMI 情報にアクセスします。 
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Linux、UNIX へ SSH ポート 22 へ ID/PW でログインし監視情報を取得します。 

 

SNMP version 2c 、コミュニティ public でアクセスします。 

 

DB の既定ポート、MSSQL: 1433、MySQL: 3306、Oracle: 1521、PostgreSQL: 5432

へアクセスします。マイクロソフト SQL サーバは SQL 認証を利用可能です。 

 
ポーリングの既定スキャン間隔とダウンタイミング。既定はスキャン２回の失敗でダウンステ

ータス「赤色」となります。 

 

1 週間のスケジュール設定が可能です。例：夜間、土日のみ監視。カレンダー機能はありませ

ん。保守スケジュールは、一時停止のスケジュール設定が可能です。 
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インストール後の PRTG へのログインアカウントは、「prtgadmin」の管理者のみ。ユーザ権

限のアカウントを作成し、参照可能なオブジェクト範囲を制限可能です。グループ、レポート、マ

ップなど。 

 

トラフィックセンサーの単位、のディスクの空容量の単位を変更可能です。 

 

Unusual ステータスの利用設定です。１週間前、１日前の平均と比較し、５倍以上異なる結果

を異常として検知します。通知設定との連動可能。類似するセンサーの検出は、オートディスカ

バリーと異なり、他のデバイスのセンサー設定と類似したセンサーを検出しセンサー作成を問う

機能です。検出されたセンサーの全般画面に表示されます。関連設定項目として、設定 > システ

ム管理 > 監視設定 > 異常検知、類似するセンサーの検出、推奨センサー検出があり不要なバッ

クグラウンドタスクを走らせたくない場合は「ルートグループ設定」と「システム管理の監視設

定」の両方で無効に設定します。 
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設定項目が、「Root グループの設定」から飛んで申し訳ありません。 

設定 > システム管理 > 監視設定 > 異常検知、類似するセンサーの検出、推奨センサー検出 

の設定を確認し類似するセンサー、推奨センサーの検出設定は合わせて下さい。 
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Root グループのクレデンシャル設定は一括設定です。ここでは監視情報へアクセスするアカ

ウント設定例として、prtgadmin アカウントを Windows アカウント、Linux サーバ、DB へ

設定しています。Root グループの一括設定以外にグループ、デバイス、センサーへ個別設定を

行う事が可能です。監視対象のクレデンシャル設定を個別に拾い上げて設定するよりも、一括設

定用のアカウントとして prtgadmin や nwadmin 等のアカウント設定でパターン化を検討され

た方が進めやすいです。 

 

Root 配下の「Local probe」グループは、PRTG の導入時にインストールされた PRTG Probe 

Service の監視対象です。Probe Service が Ping、ＳＮＭＰ、ＷＭＩ、HTTP 等のプロトコル

で監視対象へポーリングを行います。ローカルプローブデバイスは PRTG サーバを指します。 

監視案件で顧客へサーバを渡すケースでは、「プローブデバイス」の名前を「PRTG サーバ」

へ変更すると分かり易いかもしれません。インストール時に作成されたコアヘルス、プローブヘ

ルス、システムヘルスのセンサーは削除できません。サーバーの内部処理を監視しているセンサ

ーです。ディスク、ネットワークカードの WMI センサーは右クリックから削除可能です。ここで

はそのまま利用します。 

 

※Comon Saas と Network Discovery はｘｘｘｘで削除済み。 

 
コアヘルスは、PRTG Core Server Service の処理状況を監視します。 

生データバッファーの原文は、Raw Data Buffer で行データバッファーの事です。センサーに

時系列の監視データが取り込まれない時にチェックします。設定ファイル 

C:\ProgramData\Paessler\PRTG Network Monitor\PRTG Configuration.dat 

が GB を超えている時には注意して下さい。 
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プローブヘルスは、PRTG Probe Service の処理状況を監視します。PRTG Core Service へ

監視データの引き渡しが遅れるとメッセージキューがたまります。SNMP 間隔遅延、WMI 間隔遅

延、WMI/SNMP 以外の間隔遅延は、プローブサービスと監視対象間のポーリング処理です。遅れ

が発生している場合には、センサー数、監視間隔をまず検討し、解決しない場合には、監視方式を

より軽量な方法（プロトコル）とするか、複数プローブの構成を検討して下さい。 

 

例：監視対象が高負荷な状態や、経路が不安定な状況において、ポーリングのレスポンスがタイ

ムアウトするときには、無理に監視せず、Ping のみによる死活監視、サービスポートがオープンし

ているかのチェックに切り替え、Syslog、SNMP Trap でイベント発生を監視するだけにしてソフ

トタッチな監視方式へ切り替えて、工数を「監視対象や経路」の原因追究・復旧に割いて下さい。 
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システムヘルスは、PRTG サーバのＣＰＵ使用率と利用可能なメモリ量を監視します。 

 

プローブデバイスのヘルスセンサーは PRTG サーバにパフォーマンス、リソースの問題が発生

した時に確認します。 

 

PRTG サーバの健康状態を示す情報として、設定 > PRTG ステータス があります。 
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2.3.2 グループの作成 

グループ毎（建屋、フロア）に監視対象（サーバ、ネットワーク機器）を分かりやすいネーミ

ングで設定します。インストール時に作成されたオートディスカバリーで作成されたセンサーを

削除しましたが、削除した理由としては、自動で作成されたネーミングや監視項目ではなく、シ

ステム全体に対する設計や構成、ポイントを知った上で作成するネーミングと監視項目を見るべ

きです。なぜ見ているのかが分からない項目は障害時に見ても役に立たないと考えます。 
 

監視サービス Probe の配下に監視対象のデバイス(ホスト名、IPv4/v6)を設定しデバイスに

対してポーリングを行うセンサー（Ping、SNMP）を作成して監視を行います。 

グループは Tokyo、Osaka や 3F マシン室、6F サーバールームなどデバイスの物理的な位置

情報やルーター、Windows、Linux といった種別、メーカー型番で監視対象をネーミングで分類

します。面倒でも Excel シートに監視対象の一覧を書き出してパターンを確認し、グループ設定

をグループ全体に設定を継承させると最小パターンで設定可能です。 

 

 
グループ追加をクリックします。 
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選択した Local probe からクレデンシャル設定が継承されます。Local probe は Root グル

ープのクレデンシャル設定が継承されています。 

 
クレデンシャル設定の「継承元のチェック」を外すと個別設定が可能です。東京グループの設

定を開くと後で設定可能です。次へをクリックすると「Local probe」の下に「東京グループ」

が作成できました。 
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2.3.3 デバイスの作成 

「東京」グループの下に「デバイス」(IP を持つオブジェクト)を追加します。 

 
デバイス追加をクリックします。 

 
デバイス名、ＩＰ、アイコンを選択し「次へ」をクリックします。 

東京グループの下に「Yamaha RTX1000」が作成されました。 

 

続いて、「センサー追加」をクリックしてセンサーを作成します。 
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2.3.4 Ping センサーの作成 

「Yamaha RTX1000」の下に「Ping」センサーを追加します。 

 

検索からセンサー名が利用可能です。英語の場合はマニュアルのセンサー名が紐づけられます

が、日本語の場合、日本語訳のセンサー名で探す必要があります。申し訳ありません。 
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「次へ」を押してセンサーを作成します。 

 

Ping センサーが作成されました。 

Ping センサーをクリックするとステータス、表、グラフが表示されます。 
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「最終スキャン、最終アップ、最終ダウン」の時間にカーソルを当てると時刻が表示されます。

稼働時間、停止時間はそれぞれの時間が表示されます。監視データの確認はライブデータに１２

０回分の監視データ、２日、３０日、３６５日のグラフと表を確認可能です。 

 

グラフは、右下の「全て非表示」を選択して全てのグラフを消した後、該当グラフのみを選択

して表示可能です。縦軸は自動調整されます。(手動設定もチャンネル設定で設定可能) 
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既定では５回 Ping を投げ、１回でも成功すると正常と判定します。 

 

 

パケット損率（Ping に失敗した回数）が高い場合にダウン判定するには、回数を１回とするか、

チャンネルネル設定でパケット損率に閾値を設定して下さい。チャンネル設定は、「全般」から「パ

ケット損率」をクリックします。 

 

 

センサー個別にログがあり、センサーステータスが変化したタイミングでログが書かれます。 

 

「Root グループ」の設定で「スキャン間隔」、「センサーをエラーにするタイミング」で１回目

で「警告」Worning として、２回目で「ダウン」Down 状態にするが設定されています。 

 

 

この場合、下記のように１回目で「警告」ワーニング「状態」ステータスとなってから２回目

の失敗で「ダウン」表示が行われます。推奨設定のまま利用されて下さい。 

 

 

  



PRTG 導入マニュアル 

 

Copyright © 2015 Sumire Joho System Inc. All rights reserved. 
 

36 

2.3.5 SNMP センサーの作成 

「Yamaha RTX1000」ルーターの下に「SNMP」センサーを追加します。 

予めルーター側に SNMP 設定と、PRTG サーバの IP からアクセス可能としておきます。 

2.3.6 デバイスの SNMP 設定の確認方法(SNMP Tester) 

SNMP 設定の確認は Paessler AG 社のフリーツール SNMP Tester が利用可能です。 

SNMP Tester ダウンロード URL 

https://www.paessler.com/tools/snmptester 

ダウンロード後に、適当なフォルダで回答し、snmptest.exe をダブルクリックします。 

インストーラーは走りません。EXE 実行です。 

 

デバイスの SNMP 設定情報からアップタイムを取得可能かテストして下さい。 
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デバイスの SNMP クレデンシャル設定を Yamaha RTX ルータへ合わせます。 

  
継承元のチェックを外し、SNMP バージョンを v1 に設定し「保存」 
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SNMP トラフィックセンサーは、ネットワークトラフィックの流量を計測可能です。 
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「全接続インターフェイス選択」はポート数の多いスイッチの時に便利です。ここでは追加チ

ャンネルで Error と Drop を選択し、Lan ケーブルが切断された時に備え、「全ての接続断状態

を警報状態にする」を選択しています。ifOperStatus が "up"していないとダウン判定。.「す

べての切断状態を無視する」設定はパソコン等の電源がオフされるデバイスやスリープ機能付き

デバイスのトラフィック監視に適しています。「接続断状態を警報状態にするが、非アクティベー

ト状態の場合は無視する」は、インターフェイスのポート操作により ifOperStatus が "down"

した状態を無視します。. 

ダウンは下記のように表示されます。 
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グラフの種類から、「トラフィックの受信と送信をグラフのプラスとマイナス方向に表示」は受

信と送信トラフィックを上下に分けて表示します。「次へ」を押します。 

 

作成直後のセンサーは、ステータスが不明となります。デフォルト監視間隔が６０秒ですが、

トラフィック監視は差分監視の為、２回分の監視データを必要とします。最初の表示までに１２

０秒、また Web インターフェイスの画面更新に最大 30 秒が必要です。 
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2.3.7 SNMP カスタムセンサーの作成 

「Yamaha RTX1000」ルーターの下に SNMP カスタムセンサーを追加します。 

予めルーター側に SNMP 設定と、PRTG サーバの IP からアクセス可能としておきます。 

SNMP Tester から、SNMP 値が参照可能か確認します。 

 

 

CPU 使用率 1.3.6.1.4.1.1182.2.1.6.0 

メモリ使用率 1.3.6.1.4.1.1182.2.1.4.0 
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「SNMP」と「カスタムセンサー」を選択します。もう一度押すと選択が外れます。 

 

 
センサー名、確認した OID 値、チャンネル名、単位を選択し、符号なし整数を選択します。OID

の値タイプは、デバイス機器メーカーの情報を確認して下さい。「次へ」を押します。 
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ルーター側の情報と比較して正しい事を確認して下さい。 
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取得する OID 値の仕様により、適宜変更して下さい。 

 

CPU 使用率のチャンネル設定から、グラフの縦軸メモリを 100 に設定します。 
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グラフの縦軸が 100 に設定されます。 

 

閾値設定の説明の為、CPU 使用率のチャンネル設定から、閾値設定に警告上限(ワーニング)を

1%、エラー上限を 2%に設定します。 

 
 

３％はエラー上限２％を超えた為、ダウンとなります。 
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同様にメモリ使用率 1.3.6.1.4.1.1182.2.1.4.0 の SNMP カスタムセンサーを作成します。 

 

 

 
センサー名、OID 値、単位、符号なし整数値を設定し「次へ」ボタンをクリック 
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ルータの使用率と比較して確認します。 

 

 

メモリ使用率のチャンネル設定に、縦軸を０～１００、スパイクフィルター０～１００、警告

上限６０％、エラー上限８０％を設定。グラフの上側の赤いエリアは、閾値を表します。 
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2.3.8 Http センサーの作成 

Local probe 配下にインターネットグループ、デバイスに www.sumire-joho.co.jp を作成し

これを監視する http センサーを追加します。デバイス画面から、「グループ追加」をクリック 

 
Local prbe を選択し、「次へ」、グループ名に「インターネット」を入力して「次へ」 

  

デバイス追加を「クリック」 
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PRTG 導入マニュアル 

 

Copyright © 2015 Sumire Joho System Inc. All rights reserved. 
 

50 

 
 

 
インターネット接続、WWW サーバの稼働状況を監視します。 
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2.3.9 SSL Certificate Sensor の作成 

作成した www.sumire-joho.co.jp の配下に、SSL Certificate Sensor を作成します。 

※本センサーは 2015/10/27 現在 BETA ステータスです。 

デバイス名「www.sumire-joho.co.jp」から、「センサー追加」をクリック 

SSL で SSL Certificate Sensor を探します。 

 

 
SSL 証明書の有効期限を監視します。上の場合は、残 400 日間です。 
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2.3.10 Amazon Cloud Sensor の作成 

Prove デバイスの配下に、Amazon Cloud Sensor を作成します。 

※本センサーは 2015/10/27 現在 BETA ステータスです。開発元から完了予定は未定と回

答がありました。メーカー名・ベンダー名のついたセンサーは運用で仕様変更を追いかける必要

がありあまりお奨めできません。一般的なプロトコルや業界標準規格、スクリプトセンサーを作

成し監視する事をお奨め致します。 

 

アマゾン ウェブ サービスへログインし、「Idenity&Access Management」を開きます。 

 

AWS サービス API へアクセス可能とするユーザーを作成します。 

ここでは説明の為、PRTGADMIN で作成。 

 

アクセスキーＩＤとシークレットアクセスキーが作成されます。右下の認証情報のダウンロー

ドでファイルを保存して下さい。 

 

次にアクセス権限（ポリシー）を作成し適用します。 

ここでは説明の為、PRTG のネーミングでポリシーを作成致します。 
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ポリシー作成をクリックし、下記ポリシーをコピー＆ペーストします。 

{ 

    "Version": "2012-10-17", 

    "Statement": [ 

        { 

            "Sid": "Stmt1338559359622", 

            "Action": [ 

                "ec2:DescribeInstances", 

                "ec2:DescribeVolumes" 

            ], 

            "Effect": "Allow", 

            "Resource": [ 

                "*" 

            ] 

        }, 

        { 

            "Sid": "Stmt1338559372809", 

            "Action": [ 

                "cloudwatch:GetMetricStatistics", 

                "cloudwatch:ListMetrics" 

            ], 

            "Effect": "Allow", 

            "Resource": [ 

                "*" 

            ] 

        }, 

        { 

            "Sid": "Stmt1338559399560", 

            "Action": [ 

                "elasticache:DescribeCacheClusters" 

            ], 

            "Effect": "Allow", 
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            "Resource": [ 

                "*" 

            ] 

        }, 

        { 

            "Sid": "Stmt1338559439473", 

            "Action": [ 

                "elasticloadbalancing:DescribeLoadBalancers" 

            ], 

            "Effect": "Allow", 

            "Resource": [ 

                "*" 

            ] 

        }, 

        { 

            "Sid": "Stmt1338559468079", 

            "Action": [ 

                "rds:DescribeDBInstances" 

            ], 

            "Effect": "Allow", 

            "Resource": [ 

                "*" 

            ] 

        }, 

        { 

            "Sid": "Stmt1338559518608", 

            "Action": [ 

                "sns:ListTopics" 

            ], 

            "Effect": "Allow", 

            "Resource": [ 

                "*" 

            ] 

        }, 

        { 

            "Sid": "Stmt1338559548992", 

            "Action": [ 

                "sqs:ListQueues" 

            ], 

            "Effect": "Allow", 

            "Resource": [ 

                "*" 

            ] 

        } 

    ] 

} 
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PRTG ポリシーを作成したら、PRTGADMIN アカウントへアタッチします。 

 

 

AWS 側のアクセス設定が終わったので、PRTG のプローブデバイスの設定から、

CREDENTIALS FOR AMAZON CLOUDWATCH の「継承元」のチェックを外し AWS に作

成した、PRTGADMIN アカウントの Access key と Secret Key を入力し保存します。 
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リージョン、EC2 インスタンスを ID で確認し「次へ」ボタンをクリック 
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作成しセンサーデータが表示されると最初に 6 時間分のデータが表示されます。これは

Cloudwatch が作成している AWS の監視データを PRTG が既定の監視間隔 15 分に１回更新

されたデータを取りに行く監視方式。Cloudwatch 側のデータ処理のタイムラグ、パフォーマン

ス、仕様変更を考慮する必要があります。例えば、通知処理は、Cloudwatch 側のデータ処理の

タイムラグ、パフォーマンス、仕様変更を避ける為 AWS の機能を利用する事をお奨めします。 

PRTG 側では、Cloudwatch の監視データの保存期間を超えてグラフ化、リソース分析が可

能です。PRTG 側の制限事項として、現在 BETA ステータスである事、1 プローブに 50 個ま

で。 
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http://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AmazonCloudWatch/latest/DeveloperGuide/s

upported_services.html 

Amazon Elastic Compute Cloud 

Amazon EC2 はデフォルトで 5 分ごとに CloudWatch にデータを送信します。追加料金

で、Amazon EC2 で 1 分ごとに CloudWatch にデータが送信される詳細モニタリングを有

効にできます。 

Elastic Load Balancing は毎分 CloudWatch にデータを送信します。 

Amazon Relational Database Service は毎分 CloudWatch にデータを送信します。 

Amazon Route 53 は毎分 CloudWatch にデータを送信します。 

Amazon Simple Notification Service は 5 分ごとに CloudWatch にデータを送信しま

す。 
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2.3.11 Linux の監視 

Linux サーバを PRTG サーバから SSH でアクセス可能に設定しておきます。 

 

PRTG のデバイス画面、インターネットグループの下に「TESTSERVER」デバイスを作成し

アクセス可能なクレデンシャルを設定します。 

 

 

 

 

SSH にて下記センサーを作成可能です。 
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CPU 

 

メモリ 

 

  ディスク 
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iNode 
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2.3.12 Windows の監視 

Windows SNMP サービスを起動し SNMP コミュニティを public、すべてのホストから

SNMP を受け付けるに設定 

 
 
下記センサーを作成可能です。デバイスを選択しセンサー作成 1/2 から SNMP センサー、 

Windows を選択します。 
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CPU センサー作成 2/2 から SNMP CPU 負荷を選択 

 

物理メモリ センサー作成 2/2 から SNMP メモリを選択 

 
仮想メモリ センサー作成 2/2 から SNMP メモリを選択 
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ディスク センサー作成 2/2 から SNMP ディスク空き容量を選択 

 
トラフィック  センサー作成 2/2 から SNMP トラフィックを選択 
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Windows の資格者情報を確認し、WMI センサーを作成 
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失敗する場合には再度デバイスの IP アドレス、FW 等の監視対象側の設定、デバイスのアクセ

ス設定（SNMP、ID/PW 等のクレデンシャル）を見直して下さい。デバイスの接続設定（クレデ

ンシャル）はＲＯＯＴの設定項目が下記へ継承されます。 

個別に設定は適宜確認します。個別設定は見失いやすいので Excel シートに設定一覧を作成す

る事をお薦めします。 
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WMI 情報の取得可否の確認 

PRTG サーバから、WMI 情報を取得する Windows マシンへ Ping 等の疎通確認を行います。 

Windows マシンの F/W の受信設定から、ファイルとプリンタの共有（エコー要求 ICMPv4）

を PRTG サーバから許可して下さい。 

 

コマンドプロンプトを管理者から開き、wbemtest を実行してリモートの WMI 名前空間へア

クセス可能な事を確認します。ユーザー sumire05\administrator パスワード 

接続先 192.168.111.85 

 

 

 

接続できない場合、WMI の問い合わせを受ける監視対象側のアクセス権を確認して下さい。 

また、PRTG が利用するアカウントはパスワードを変更しないアカウントを作成して下さい。 
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2.3.13 ドラッグ＆ドロップ 

デバイス > 管理 からセンサーをドラッグ＆ドロップで作成する事が可能です。 

 
2.3.14 マルチエディット 

ctrl キーを押しながら、同じ設定のグループ、デバイス、またはセンサーを複数選択します。 

 
右側の編集ペインで同時編集が可能です。 
 
2.3.15 一括変更 

センサー画面から、タグや検索で複数のセンサーを選択し右端のチェックボックスで選択しま

す。スパナのアイコンをクリックすると選択したセンサーの一括編集画面が表示されます。 
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2.3.16 30 秒以下の監視間隔の追加 

設定 > システム管理 > 監視設定 のスキャン間隔に文字列で「5s」「10s」を追加します。 

 
 

 
Root グループ の設定からスキャン間隔を選択し反映を確認します。 

 
 
10 秒以下の設定を Paessler AG 社はサポートしません。設定としては 1s も可能です。 

 
  



PRTG 導入マニュアル 

 

Copyright © 2015 Sumire Joho System Inc. All rights reserved. 
 

71 

 
2.4 スケジュール設定 

設定 > アカウント設定 > スケジュールを開きます。 

 
１週間単位のスケジュールを作成可能です。カレンダーのような１ヶ月、１年といった期間の

スケジュールは作成できません。 
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デバイス画面を開き、Root グループで全体のスケジュール設定を行ったり、個別グループ、

デバイス、センサーでスケジュールを選択可能です。 

 
 
通知設定を開き、通知基本設定から、スケジュール設定を選択可能です。 

 
 

2.5 通知設定 

2.5.1 メール通知の追加 

設定 > アカウント設定 > 通知 を開きます。 

 
「管理者にメール通知やプッシュ通知する」を一時停止して下さい。プッシュ通知は、フリー

ツールの PRTG for Android、PRTG for iOS、PRTG for Windows Phone 向けの通知です。 

ここでは新規に「メール通知」を作成します。 

「新規通知を追加」を押します。 
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延期は、スケジュール設定で夜間の通知を止めておき朝通知を確認したい時に利用下さい。 

集約を使わないと全センサーがダウンした際に、沢山のメール送信が行われます。 

 
件名の[%sitename]は、設定 > システム管理 > WEB サイト名の設定です。 

 他に % group を指定可能です。  
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通知メール 

 
送信 メッセージは、通知設定で編集可能です。 

 
 
Lan 環境以外のリモートでメールを受ける場合、PRTG サーバへアクセス出来ない為

「Links: 」以下が不要です。作成した通知は、Root グループの通知に設定すると一括設定が可

能です。 

 
監視センサーがダウン状態となった時に、最初のメール通知が行われます。以後 60 分毎に再

通知が行われ、センサーステータスがアップした時に再度メール通知が届きます。継続通知は 60

分をお奨めします。最初の通知は、必ず監視間隔以上の時間を設定して下さい。上では説明的に

0 を指定。監視間隔以上を指定しない場合、即時実行されます。デバイスツリーの最上位の Root

や上位のグループに通知設定を行うと下位オブジェクトに通知設定が継承されます。個別に継承

しない場合「このオブジェクトに変更された設定のみを適用する」を選択し継承を切ります。 
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2.5.2 警報ランプの点灯 

設定 > アカウント設定 > 通知 を開きます。 

 
 

 
 

 

 
 
 
 

  

メッセージ ID 0 が、Patlite 側

の受信設定 0 にヒットします。 

メッセージ ID 0 が、Patlite 側

の受信設定 0 にヒットし Trap 受

信時動作設定が動きます。 
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2.5.3 トリガーの注意 

 
 
通知設定に各種トリガーを設定しても、センサーステータスは変化しません。 

例えば速度トリガーで 10Mbit/s を超えた時に通知処理が走ってセンサーステータスを見て

も正常ステータスです。センサーステータスも変化させるにはトラフィックセンサーのチャンネ

ル設定にエラー上限の閾値を設定しダウン判定させる事でステータスを変化させます。「状態ト

リガーの通知」でセンサーステータスのダウン（閾値ダウンも含む）を検知した場合には、セン

サーログにステータス変化が書かれますので、ログでは確認可能です。 

 
 

10Mbit/s を超えた場合に通知のみ －＞ 速度トリガーに閾値を設定 ステータスは正常 

10Mbit/s を超えた場合にセンサーステータスをダウン －＞ チャンネルに閾値を設定 

 

状態トリガーは、センサーの異常ステータスに仕掛ける事が可能です。 

ボリュームトリガーは、ディスク容量に仕掛ける事が可能です。 

センサーによって利用可能なトリガや、閾値設定が異なりますので詳細はお問合せ下さい。 
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2.6 グループ設定 

設定 > システム管理 > ユーザーグループを開きます。 

 
既定設定で PRTG 管理者と PRTG ユーザーグループの２つのグループが存在します。 

 
PRTG システム管理者＝prtgadmin です。混乱する場合にはアカウント設定でユーザー名を

prtgadmin とするか、氏名を入力して下さい。 
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2.7 アカウント設定 

設定 > システム管理 > ユーザーアカウント から「新規ユーザー」をクリック 

 
 

   
User アカウントのログアウトは、右上のボタンをクリックしてログアウトして下さい。 

 
  

デフォルトで PRTG ユーザーグルー

プは Root グループの参照権限も無

い為、何も表示されません。 
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2.8 ライブラリ設定 

デバイス設定は Root グループを頂点として、グループ単位にデバイスをまとめてツリーを作

成し監視設定を行いました。ライブラリ設定はノードに対象グループを紐づけ、センサーの種類

別、ステータス別、タブ別、プライオリティ別に表示可能です。 

 

下は Root グループのダウンセンサーだけを表示。 

 
 
東京、大阪、要注意などのタブ名をセンサーにつける事でそのセンサーだけを表示させる事が

出来ます。ライブラリ設定はバックグラウンドタスクとして実行されます。作成後はシステムス

テータスから確認して下さい。また不要なライブラリ設定を削除する事で PRTG Core Server 

サービスの処理を軽くする事が可能です。 

 
2.9 レポート設定 

ネットワーク監視状況のサマリーレポート、PRTG の表とグラフは現在から過去をステータス

変化と紐づけて参照します。レポートは過去から過去を参照し、センサーのグラフでは指定不能

な１週間、１ヶ月の期間における複数センサーのサマリー形式で作成可能です。 

 
 
レポート実行処理は、対象データの読み込みと出力処理が走る為、非常に重たい処理となりま

す。レポートは PDF ファイルを作成して E メール送信が可能です。 
PRTG のサーバーサービスが落ちる場合には、対象期間、対象センサーを見直すかレポート専

用サーバを別途検討下さい。レポート専用サーバに SQL Server を導入しデータを分析させる事

も可能です。※PRTG Data Extractor ベータ版、PRTG フリー版を利用 
 

2.10 MAP 設定 

ネットワークのポイントをマップに抽出して、地理情報、建屋等のマップとセンサーを紐づけ

て表示する時に利用致します。センサーステータス以外のマップオブジェクトとしてログ情報等

があります。 
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2.11 リモートプローブ 

 

 
 

PRTG を導入すると、PRTG Core Server サービスと PRTG Probe サービスが導入されま

す。PRTG Probe サービスは、ネットワーク機器の死活監視、ステータス、リソース情報を取得

し、PRTG Core Server サービスへ送信します。PRTG Core Server サービスは監視データか

ら時系列の表とグラフを作成し、Web サーバーで参照可能に組み立てます。 

 

リモートプローブは、PRTG サーバ以外の PC に導入するプローブサービスでローカルプロー

ブと同様に監視データを収集し、PRTG Core Server サービスへ送信します。上の絵では、シ

スコ、ニューヨーク、ベルリンからロンドンの PRTG Server へ送信しています。 

 

PRTG が導入されたセグメント以外の拠点からの監視や、ローカルプローブサービスの負荷分

散の為に利用します。主に WMI や Netflow、EXE Script などの処理が重たいセンサーの負荷

分散。F/W の穴あけをリモートプローブだけにしたい場合、サーバーセグメントが複数あり監視

ポイントが複数ある場合など。PRTG サーバのローカルプローブ含め、最大 30 個まで増設可能

です。 
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2.11.1 導入準備 

リモートプローブをインストールする、Windows PC から PRTG Server との疎通確認を

Ping で確認します。PRTG Server へブラウザからログオン可能な事。 

リモートプローブのインストーラーをダウンロードします。 

セットアップ > ダウンロード > Remote Probe Instroler 

 

 

 

 
 

 
 

インストーラーは PRTG サーバーの下記フォルダから USB 等へコピー可能です。 

C:\Program Files (x86)\PRTG Network Monitor\webroot\public 

PRTG_Remote_Probe_Installer.exe 

 

PRTG Core Server の接続設定を確認しアクセスキーをコピーします。 

設定 > システム管理 > Core & Probes  

Probe Connection IP はリモートプローブから疎通確認した IP アドレスを選択します。 

その下の Access Keys をテキストファイル等へコピーします。 

 
2.11.2 リモートプローブのインストール 

インストーラーとアクセスキーを確認します。 
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日本語を選択しＯＫボタンをクリック。 
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PRTG 導入マニュアル 

 

Copyright © 2015 Sumire Joho System Inc. All rights reserved. 
 

85 

 

Probe Access Keys にテキストファイルにコピペしたアクセスキーを張り付け保存します。 

 

保存＆閉じるボタンで、PRTG probe サービスが再起動します。 
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完了ボタンを押します。 

 
 
2.11.3 PRTG サーバ側で接続許可 

PRTG サーバへログオンし、右下の接続許可ポップアップにＯＫで答えます。 

 

 
新規プローブの承認 をクリックして下さい。 

 
2.11.4 リモートプローブデバイスの確認 

リモートプローブデバイスのが追加された事を確認します。 
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ネットワークアダプタを確認し不要なセンサーを削除して下さい。 

 
2.11.5 処理の重いカスタムセンサーの配置場所 

EXE 等の監視スクリプトを実行する場合、PRTG サーバ、リモートプローブ共、下記場所に

配置します。 

C:¥Program Files (x86)¥PRTG Network Monitor¥Custom Sensors 
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EXE や、スクリプトセンサーはプローブデバイスにしか作成できません。 

他に、Netflow、Packetcapture、Http full などもプローブデバイスにしか作成できません。 
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3. 利用方法 

 
3.1 ログイン・ログアウト 

 
 
 
 
ログアウトは、右上の？と検索窓の間にあるアイコンをクリックして下さい。 
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3.2 センサーの参照 

 

 
 
マウスカーソルを数字の上へ持って行くと数字の説明が表示されます。適用率はセンサーを作

成してからの稼働率。 

 
 

デバイス > Root グループ 365days のグラフから Alarms の数の増減を確認可能です。 

下記は弊社評価環境で試験等を繰り返し定常的に Alarm が発生したケース。 
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センサーを右クリックするとセンサーメニューが表示されます。今すぐチェックを選択すると

ポーリングを行います。移動を選択すると、センサーの位置を上下させる事が可能です。 

エラーステータスを選択すると疑似エラーとして、通知メール、警報ランプのテストが可能で

す。 

 

 
疑似エラーを戻すには、センサーメニューから再開を選択して下さい。 
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3.3 PRTG Enterprise Console の起動と終了 

スタートメニューから、PRTG Enterprise Console を起動 

 
 

 
PRTG Enterprise Console は通知領域に常駐してアラート通知を行います。 

「画面を閉じる」は、通知領域に EC が常駐します。EC を完全に終了するには、「画面を閉じ

て終了」をファイルのプルダウンメニューから選択します。 
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接続設定は、スパナのアイコンをクリックします。 

 

 
 
Root ID はグループ番号です。0 が Root グループの既定番号。 

 
作成した東京グループに接続するには 2021 番を指定します。 

 
 
EC のインストーラーの場所 

C:\Program Files (x86)\PRTG Network Monitor\webroot\public 

PRTG_Enterprise_Console_Installer.exe 

USB 等へコピーしてクライアント端末へインストール可能です。 
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3.4 PRTG Administration Tools の起動 

PRTG Administration Tools は、PRTG Core Server サービス、PRTG Probe サービス

の重要な設定を行います。設定を「保存＆閉じる」ボタンを押すとサービスが再起動します。 

 
 

 
スタート画面から、PRTG Administration Tools を起動します。 
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3.5 PRTG サービスの起動・終了 

PRTG Administration Tools、Web インターファイスの設定、管理ツールから起動・終了が

可能ですが、Windows のサービスとアプリケーションのサービスから、開始/停止を行って下さ

い。他のサービスの稼働状況サービスのステータスを詳細に見る事ができます。 
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3.6 PRTG サーバのメンテナンス 

プローブデバイスのヘルスセンサーから動作に問題ないか自己監視しています。 

時系列で確認可能です。 

 
 
監視設定のサマリー情報は、設定 > PRTG システムステータスから今現在の情報を確認しま

す。 
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監視データは下記フォルダに作成されます。 

 
SQL サーバはなく YYYYMMDD フォルダにデバイス毎に独自ファイル形式で保存されます。 

 
センサーデータ履歴 ３６５日で管理され、３６６日目のデータは削除されます。 

３６５日以上を指定して保存し、長期間のレポートを作成するととパフォーマンスに影響を及

ぼします。１日分のフォルダサイズは把握して下さい。 
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設定 > PRTG ステータスから、開始ログ、バックグラウンドタスク、作成したオブジェクトの

種類と数、PRTG の Web サーバの動作状況等が確認可能です。 
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3.7 設定ファイルのバックアップ 

設定 > システム管理 > 管理ツール からデータベーススナップショットの作成を実行します。 

 
C:\ProgramData\Paessler\PRTG Network Monitor\Configuration Auto-Backups 

PRTG Configuration (Snapshot 2015-10-27 17-04-40).zip が作成されます。 

 
 
3.8 Auto Acknowledge 

 
Auto Acknowledge は Ping センサーが Down ステータスとなった時に通知処理を行うの

か、想定済みで通知処理を行わないのかの違いです。 

 

本番環境で、画面上の確認の為に Ping センサーを一時的に作成し、他の管理者へ通知を行い

たくない場合に「Auto Acknowledge」は利用可能です。センサー作成後にセンサー単位で通

知処理を削除する事も可能です。 

 

通常のダウンステータスは赤色ですが、濃いピンク色になります。 
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4. アンインストール方法 

 

すべてのプログラム から PRTG Server Administrator を起動し、 

コアサーバーのタグを開き、データファイルパスをメモします。 

 

コントロールパネル『プログラムの追加と削除』から 

PRTG Network Monitor を選択してアンインストールを実行します。 

アンインストール後にメモ書きのデータディレクトリとプログラムディレクトリを削除します。 

 

既定データファイルパス 

%ALLUSERSPROFILE%¥Application data¥Paessler¥PRTG Network Monitor 
 

例１ 

C:¥Programdata¥Paessler¥PRTG Network Monitor 
例２ 

C:¥Documents and Settings¥All Users¥Application data¥Paessler¥PRTG Network Monitor 
 
64bit OS C:¥Program Files (x86)¥PRTG Network Monitor 
32bit OS C:¥Program Files¥PRTG Network Monitor 
 
Programdata フォルダが表示されない場合、エクスプローラ→ツール→フォルダオプション

又はコントロールパネル→フォルダオプションを開き「表示」タブ内の詳細設定で「隠しファイル、

隠しフォルダ、・・・・・表示する」にチェックを入れ、「適用」「ok」の順にクリックします。 

 

プログラムディレクトリ PRTG Network Monitor が削除不能の場合、管理者権限でレジス

トリエディタを起動し(コマンドプロンプトから regedit)「 PRTG Server.exe 」を検索しキーを

削除して下さい。 

 

HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥Microsoft¥RADAR¥HeapLeakDetection¥DiagnosedApplications¥PRTG 
Server.exe 

HKEY_LOCAL_MACHINE¥SYSTEM¥ControlSet001¥Services¥EventLog¥Application¥PRTG System 
HKEY_LOCAL_MACHINE¥SYSTEM¥ControlSet001¥Services¥EventLog¥Application¥PRTG_NOTIFICATION 
HKEY_LOCAL_MACHINE¥SYSTEM¥ControlSet001¥Services¥EventLog¥PRTG Network Monitor 
HKEY_LOCAL_MACHINE¥SYSTEM¥ControlSet001¥Services¥PRTGCoreService 
HKEY_LOCAL_MACHINE¥SYSTEM¥ControlSet001¥Services¥PRTGProbeService 
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5. バックアップと復旧/移行手順 

以下は、ＰＲＴＧサーバのバックアップを行い、別サーバで復旧を行う手順です。 

再セットアップの場合は、移行先サーバ B を移行前サーバ A に読み替えて下さい。 

 
サーバＡ（移行前） 

OS:Windows 2008 Server (64bit) R2 sp1 

IP:XXX.XXX.XXX.XXX/YY 

 

サーバＢ（移行先） 

OS:Windows 2008 Server (64bit) R2 sp1 

IP:XXX.XXX.XXX.XXX/YY 

 

本番環境のバックアップ手順は運用（フルスキャン、バックアップ、利用状況）を確認します。 

移行先のサーバに、本番環境の監視設定・通知設定がコピーされ実行されます。 

本番環境への Ping、SNMP によるポーリング監視、アラート通知「メール/警報ランプ」の誤

報を行わない為に、移行先は閉じた環境か、F/W 等で本番環境に影響がないよう、手順・移行先

の環境を適宜確認・検討して下さい。 

 
5.1 サーバ A のバックアップ 

 
■事前準備 

サーバＡから PRTG インストールプログラムの取得 

C:\Program Files (x86)\PRTG Network Monitor\prtg-installer-for-distribution\ 

PRTG Network Monitor 15.x.x.xxxx Setup Commercial (Stable).exe 

USB 等へインストールプログラムをコピー。 

 

コンフィグファイルの保存 

設定 > システム管理 > コアサーバー管理ツール から 「データベーススナップショットの

作成」を実行し監視設定ファイルのバックアップを作成します。 

C:\ProgramData\Paessler\PRTG Network Monitor\Configuration Auto-Backups 

PRTG Configuration (Snapshot YYYY-MM-DD HH-MM-SS).zip  

 
■サーバＡからバックアップデータ取得 

当日監視データを含めてバックアップを行う場合には 

作業時に PRTG Core Server サービス、PRTG Probe Service を停止。 

 

作業ディレクトリ C:\TMP\WORK_YYYYMMDD を作成し下記をバックアップ。 

 

・プログラム   ※マップの下絵画像、ライブラリ、テンプレート、BAT の作成がなければ

不要。 

作業ディレクトリに\SV1\PG ディレクトリ作成。 

%programfiles(x86)%\PRTG Network Monitor 

C:\Program Files (x86)\PRTG Network Monitor\  

を作業ディレクトリ\SV1\PG へコピー。 
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・データ 

作業ディレクトリに\SV1\DATA ディレクトリを作成。 

%ALLUSERSPROFILE%\Application data\Paessler\PRTG Network Monitor 

C:\ProgramData\Paessler\PRTG Network Monitor\  

を作業ディレクトリ\SV1\DATA へコピー。 

 

・PRTG レジストリ設定 

作業ディレクトリに\SV1\REG ディレクトリを作成。 

Windows2008 のスタートボタンをクリック -> プログラムとファイルの検索に regedit を

入力。PRTG サーバのレジストリから 

HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Wow6432Node\Paessler\PRTG 

Network Monitor を作業ディレクトリ\SV1\REG へファイル名 SV1-PRTG.reg のファイ

ル名でエクスポート。 

 
２台目以降のサーバがあれば SV1 を SV2 へ変更して再度バックアップデータを取得。 

 
 

5.2 サーバ B へ復旧 

 
■リカバリデータの確認 

 

作業ディレクトリ C:\TMP\WORK_201508XX 

ライセンスファイル Paessler.LYYYY-MM-DD-XXXXXXX-01.pdf から 

ライセンス名とキーをテキストファイルへ張り付け。 

 

プログラムディレクトリ 

\SV1PG\PRTG Network Monitor\ 

 

データディレクトリ 

\SV1DATA\PRTG Network Monitor\ 

 

レジストリファイル 

\REG\SV1-PRTG.reg 

 

各リカバリデータを確認。 

 

バックアップ作業日と、リカバリ作業日が同一の場合、 

C:\ProgramData\Paessler\PRTG Network Monitor\Monitoring 

Database\yyyymmdd から、当日のデータディレクトリ(最新日付のデータディレクトリが作成

中の為)を削除。 

時刻が重なり、当日データ分がリカバリ先で更新できない恐れがある為。 

 

■インストール（移行/復旧先サーバ） 

プログラムディレクトリにあるインストーラーを適当なフォルダで実行。 

 

\SV1PG\PRTG Network Monitor\prtg-installer-for-distribution\ 
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PRTG Network Monitor 15.x.x.xxxx Setup Commercial (Stable).exe 

 

ライセンスキーを入力、本番機と同じインストール先を指定します。 

※ライセンスのアクティベーションを Google Chrome、Firefox から再実行。 

※メールアクティベーションを行う場合、アクティベーションキー作成後は、 

 アクティベーション処理が完了するまで PRTG サーバの設定は変更しないで下さい。 

 

■バックアップデータとの入れ替え（移行/復旧先サーバ） 

インストール完了後、PRTG のサービスを停止します。Enterprise Console が起動している

場合終了して下さい。 

 

データディレクトリを削除。 

 %ALLUSERSPROFILE%\Application data\Paessler\PRTG Network Monitor 

 例：C:\ProgramData\Paessler\PRTG Network Monitor\ 

  

データディレクトリをバックアップデータと入替え。 

移動元：\SV1DATA\PRTG Network Monitor\ 

移動先：C:\ProgramData\Paessler\PRTG Network Monitor\ 

 

プログラムディレクトリ 

\SV1PG\PRTG Network Monitor\ を 

上書先：C:\Program Files (x86)\PRTG Network Monitor\ へ上書き。 

PRTG Server.exe が上書きできない場合はスキップ。 

 

レジストリをインポート。 

\REG\SV1-PRTG.reg をダブルクリック。 

 

バックアップとの入れ替え後、移行先と移行前の IP が異なる為、 

PRTG Administration tools(Version 14.4.12.3284 以上の場合) または、PRTG Server 

Administrator、PRTG Probe Administrator 

を起動し Web サービスの IP アドレス、TCP ポートを確認し OK を押し、PRTG Server 

Service、PRTG Probe Service を起動。 

 

prtgadmin(管理者権限)で、PRTG へログインし監視設定を一時停止します。 

デバイス -> ルート 右クリックから「一時停止」-> 「無期限に一次停止」を選択。 

メール等の通知設定が有効の場合無効にします。 

設定 -> 通知 -> 一時停止 

 

サーバークライアント共に、ディスクアクセスが落ち着いたところで、 

念の為に OS を再起動し、PRTG の正常起動を確認します。 

監視設定、通知設定の停止状態を確認します。 

通知設定、監視設定の開始は、お客様先の運用手順を検討下さい。 

 

■移行の場合、バックアップサーバから PRTG のアンインストール 

 

・サーバ側 
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 コントロールパネルから、PRTG Network Monitor を右クリックしアンインストールを実

行。 

 OS を再起動。 

  

 インストール先ディレクトリを削除。 

 %programfiles(x86)%\PRTG Network Monitor 

 例：C:\Program Files (x86)\PRTG Network Monitor\ 

  

 データディレクトリを削除。 

 %ALLUSERSPROFILE%\Application data\Paessler\PRTG Network Monitor 

 例：C:\ProgramData\Paessler\PRTG Network Monitor\ 

 

 レジストリを削除。 

 HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Wow6432Node\Paessler\ 

 HKEY_CURRENT_USER\Software\Paessler\ 

 

・クライアント側  ※サーバ以外に Enterprise Console の利用があれば。 

 コントロールパネルから、PRTG Network Monitor を右クリックしアンインストールを実

行。 

 下記レジストリを削除。 

 HKEY_CURRENT_USER\Software\Paessler\ 

  

■参考-監視設定のみの移行 

サーバ環境の移行先が開発/検証用で移行前の監視データが不要の場合、データディレクトリ

のバックアップ・リストア作業は不要です。 

コンフィグのみの移行は、移行前サーバから、 

C:\ProgramData\Paessler\PRTG Network Monitor\Configuration Auto-Backups 

から最新のコンフィグファイルを取得し移行先サーバの PRTG サービスを停止し、 

C:\ProgramData\Paessler\PRTG Network Monitor\から、 

PRTG Configuration.dat を削除 

PRTG Configuration.old を削除 

PRTG Graph Data Cache.dat を削除 

 

移行前サーバの PRTG Configuration.dat と差換えPRTGサービスを起動し本番サーバの

監視設定で起動した事を確認して下さい。 
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6. バージョンアップ方法 

バージョンアップの基本シナリオは、本番環境のＰＲＴＧサーバのバックアップを取得し、テスト

環境でバージョンアップを行い、新機能・バグフィックス・新システム要件を確認して下さい。 

 

システム要件詳細 

https://www.paessler.com/manuals/prtg/detailed_system_requirements 
ブラウザのアップグレードが出来ない場合は、組み込みブラウザ PRTG Enterprise Console を

利用下さい。 

 
バージョンヒストリー 

http://www.paessler.com/prtg/history/stable 
新機能 

https://www.paessler.com/prtg/featurelist 
英語マニュアル 3.2 Update from Previous versions を確認下さい。 

https://www.paessler.com/support/manuals 
 
PRTG Version 7、Version 8 からは直接バージョンアップできません。 

PRTG Version 13.2.3 から Web サーバのディレクトリ名が変更されました。 

Map の下絵、Lookup、EXE センサー用バッチファイル、スクリプトが正しく読み込まれるか確

認して下さい。 

PRTG Administration Tool の設定、PRTG Enterprise Console の設定はレジストリファイル

に書かれます。バージョンアップ後、PRTG Enterprise Console の下記設定は既定値に再設定さ

れる事があります。 

 
下記の設定を確認します。EC のメニュー参照(X)から 

 

 ●ジオマップを表示する    黒丸のチェックが無い事を確認。（推奨設定） 

●ニュースフィードを表示する 黒丸のチェックが無い事を確認。（推奨設定） 
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メニューのファイル(Z) -> オプション設定を開きます。 

 

システム の設定を開きます。アプリケーションが開始した時、最後に参照した画面を開く」のチ

ェックをＯＦＦにします。（推奨設定） 

 

 

 

新着警報を通知を確認。（推奨設定） 

 

音を鳴らす場合、 alarm_5.wav をお奨め致します。 

 

利用している Sensor が新バージョンでもサポートされているかの確認が必要です。詳細はお問

合せ下さい。バージョンアップは、稼働中の PRTG サーバで入手した最新バージョンプログラム

を実行致します。サーバーサービスに係るファイルの置換がある場合再起動が要求されます。要求

の無い場合にも念の為、再起動するようにお願い致します。 
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6.1 PRTG Network Monitor セットアップウィザードの完了 

 
「はい、今すぐに再起動」を選択し「完了」ボタンを押すとＯＳの再起動を行います。 

「いいえ、後で再起動」を選択した場合はＯＳの再起動を後で手動で行って下さい。 

 

再起動が要求されない場合は下記画面が表示されます。 

この場合にも Windows の再起動を行って下さい。 
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7. その他の情報 

 
7.1 デモサイト・技術情報 

 
デモサイト 

https://prtg.paessler.com/index.htm 
Internet Explorer ver 11 以上、Google Chrome、Fire fox でアクセスして下さい。 

Amazon aws 上で稼働しています。 

 
システム要件詳細 

https://www.paessler.com/manuals/prtg/detailed_system_requirements 
 

利用ポート 

http://kb.paessler.com/en/topic/61462-which-ports-does-prtg-use-on-my-system 
 

VMware ゲストへのインストール制限 

http://kb.paessler.com/en/topic/49193-i-run-prtg-on-vmware-how-can-i-obtain-best-
performance 
 
大規模導入 

http://www.paessler.com/knowledgebase/en/topic/26383-planning-large-installations-of-
prtg-network-monitor 
 
パフォーマンスカウンタ 

https://kb.paessler.com/en/topic/50673-how-can-i-find-out-the-names-of-available-
performance-counters 

 
WMI センサー作成時の不具合対応 
https://kb.paessler.com/en/topic/1043-my-wmi-sensors-don-t-work-what-can-i-do 
 
バージョンヒストリー 

http://www.paessler.com/prtg/history/stable 
 
新機能 

https://www.paessler.com/prtg/featurelist 
英語マニュアル 

https://www.paessler.com/support/manuals 
 
ナレッジ 

http://kb.paessler.com/en/ 
 
エラーコード 

http://kb.paessler.com/en/topic/32813-what-does-error-code-pexxx-mean 
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7.2 本ドキュメントに関する問い合わせ先 

 
 
株式会社すみれ情報システム 

〒160-0022 東京都新宿区新宿 4-3-17 FORECAST 新宿 SOUTH 6F 

TEL 050-3736-1414 

FAX 050-3730-3092 

   
評価期間中、弊社へお問合せ頂く場合はライセンスキーは下記から取得下さい。 

http://www.sumire-joho.co.jp/?p=703 
 
 
以上 


